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家畜糞便処理中の薬剤耐性菌/耐性遺伝子の動態を解明 

 

研究成果のポイント 

- 家畜糞便処理に用いられる堆肥化/嫌気性消化前後での薬剤耐性菌数/耐性遺伝子量を調査 

- 薬剤耐性菌は堆肥化/嫌気性消化の両方で、薬剤耐性遺伝子は嫌気性消化のみで減少 

- しかし、薬剤耐性遺伝子は嫌気性消化後も残存 

- 今後、薬剤耐性遺伝子をより効果的に除去する処理法の開発が必要 
 

研究成果の概要 
酪農学園大学 臼井准教授らの研究グループは、国内農場での家畜糞便処理によって、ヒ

トの健康に影響を与える可能性のある薬剤耐性菌/薬剤耐性遺伝子の量がどのように変化す

るかを明らかにしました。 

国内では家畜糞便の処理法として主に堆肥化と嫌気性消化の２種類が用いられています。

同グループは国内の４農場から堆肥化/嫌気性消化の処理前後のサンプルを収集し、薬剤耐性

菌が堆肥化/嫌気性消化により減少すること、薬剤耐性遺伝子は嫌気性消化により減少するこ

とを明らかにしました。しかし、薬剤耐性菌/薬剤耐性遺伝子は、いずれの処理後においても

残存しており、完全には除去されていませんでした。 

堆肥化や嫌気性消化産物中の薬剤耐性菌/薬剤耐性遺伝子は、土壌環境や野菜を介してヒト

へと伝播し、新たな薬剤耐性菌を生み出す恐れがあります。堆肥化/嫌気性消化は、いずれも

薬剤耐性菌の減少に効果があり、嫌気性消化は堆肥化より薬剤耐性遺伝子の除去について優

れていることが明らかにされました。今後、より有効な処理法の提案が期待されます。 
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今回の研究：
糞便処理の前後で
・薬剤耐性菌数
・薬剤耐性遺伝子量
測定

２種類の処理法
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